
　
長
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
、
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
柏
木
清
一
さ
ん

（
67
歳
・
脇
神
）
が
、
12
月
25
日
に
市
役
所

を
訪
れ
津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
柏
木
さ
ん
は
、
平
成
４
年
12
月
に
鷹
巣
町

民
生
委
員
児
童
委
員
に
就
任
し
、
23
年
の
長

き
に
わ
た
り
地
域
の
相
談
役
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
12
月
か
ら

は
北
秋
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

会
長
を
、
さ
ら
に
、
平
成
27
年
３
月
か
ら
は

秋
田
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
副
会

長
も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
受
賞
を
受
け
柏
木
さ
ん
は
「
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
ま
す
。
市
内
の
１
５
０
人
の

委
員
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
き

た
お
か
げ
で
す
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。 ▲津谷市長へ厚生労働大臣表彰の受賞を報

告する柏木清一さん

民生委員功労で厚生労働大臣表彰 ●柏木清一さんが受賞を報告

　
第
15
回
あ
き
た
北
空
港
学
童
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が
、
１
月
17
日

に
大
館
能
代
空
港
周
辺
ふ
れ
あ
い
緑
地
で
行

わ
れ
、
市
内
外
の
小
学
生
が
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
北
秋
田
市
内
を
は
じ
め
、

県
北
地
域
や
岩
手
県
な
ど
か
ら
２
２
１
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
曇
り
で
時
折
日
が
差
す
、
ま

ず
ま
ず
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
。
出
走
時
間
に
合

わ
せ
て
入
念
に
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
や
、

ワ
ッ
ク
ス
の
具
合
を
確
か
め
た
選
手
た
ち
は
、

ス
タ
ー
ト
音
に
合
わ
せ
て
勢
い
よ
く
飛
び
出

し
、
コ
ー
ス
沿
い
の
勝
負
所
に
陣
取
っ
た
家

族
や
チ
ー
ム
メ
ー
ト
か
ら
の
熱
い
声
援
を
背

に
、
力
強
い
ス
ト
ッ
ク
ワ
ー
ク
で
果
敢
に

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

▲家族やチームメートの声援を受けて、力
走する選手

小学生が熱戦を展開 ●あきた北空港学童クロスカントリースキー大会

　
北
秋
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
発
表
会
・

教
育
講
演
会
が
、
1
月
８
日
に
文
化
会
館
で

行
わ
れ
、
教
育
関
係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が

参
加
し
、
学
校
の
取
り
組
み
や
講
演
を
聴
き

な
が
ら
効
果
的
な
指
導
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
所
員
発
表
で
は
、
森
吉
中
学
校
の
成
田
佳

教
諭
、
鷹
巣
南
小
学
校
の
藤
嶋
聖
人
教
頭
、

鷹
巣
中
学
校
の
小
笠
原
茂
人
校
長
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
で
の
実
践
事
例
や
人
事
交
流
で

の
体
験
な
ど
に
つ
い
て
発
表
。
ま
た
、
文
部

科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
の
佐

藤
潔
氏
が
「
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
と
新
た

な
学
校
教
育
の
展
望
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
今
後
の
教
育
活
動
に
役
立
て

よ
う
と
、
所
員
の
発
表
や
講
演
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

▲教育関係者約300人が参加し、研さんを
積んだ所員発表会

効果的な指導法を学ぶ ●北秋田市教育センター所員発表会

　
元
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
司

令
で
、
昨
年
９
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
柳
谷
重

夫
氏
（
享
年
73
歳
・
栄
）
が
、
こ
の
ほ
ど
叙

位
の
正
七
位
及
び
叙
勲
の
瑞
宝
単
光
章
を
受

章
し
、
12
月
22
日
に
市
役
所
で
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
柳
谷
氏
は
、
昭
和
36
年
に
鷹
巣
町
消
防
士

と
し
て
任
用
さ
れ
、
組
織
改
編
に
よ
り
鷹
巣

合
川
地
区
消
防
事
務
組
合
及
び
鷹
巣
阿
仁
広

域
市
町
村
圏
組
合
の
消
防
士
と
な
り
、
消
防

司
令
補
や
消
防
司
令
を
歴
任
。
豊
富
な
知
識

と
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
現
場
の
指
揮
に
あ

た
り
、
平
成
14
年
に
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
に
は
、
妻
の
昌
子
さ
ん
（
71
歳
）

と
長
男
の
重
光
さ
ん
（
45
歳
）
が
出
席
。
伝

達
を
受
け
昌
子
さ
ん
は
「
最
高
の
供
養
に
な

り
ま
し
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

▲佐藤博秋田県北秋田地域振興局長から叙
勲の伝達を受ける柳谷昌子さんと重光さん

生前の功績が称えられる ●故柳谷重夫氏叙位叙勲伝達式

　
今
年
の
稲
作
の
豊
凶
を
占
う
小
正
月
行
事

「
雪
中
田
植
え
」
が
、
1
月
15
日
に
大
太
鼓

の
館
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
昔
な
が
ら
の
け
ら
、
菅
笠
姿

に
ふ
ん
し
た
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
年
部
の
岩
谷
政

崇
部
長
が
田
植
え
人
を
務
め
、
１
・
８
メ
ー

ト
ル
四
方
の
雪
の
田
ん
ぼ
に
、
稲
に
見
立
て

た
稲
わ
ら
と
豆
が
ら
の
束
を
丁
寧
に
植
え
付

け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
虫
除
け
や
田
の
目
印
と
な
る
ス

ス
払
い
の
ワ
ラ
ぼ
う
き
を
逆
さ
に
し
て
雪
田

の
中
央
に
立
て
、
大
根
の
煮
し
め
や
ナ
マ
ス
、

デ
ン
ブ
、
お
神
酒
を
供
え
、
地
域
の
農
家
や

Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
な
ど
の
関
係
者
約
50
人
が
、
か

し
わ
で
を
打
っ
て
豊
作
と
米
価
の
上
昇
な
ど

を
祈
願
し
ま
し
た
。 

２
月
１
日
に
は
、
作
柄

を
占
う
「
雪
中
稲
刈
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

▲約50人の関係者に見守られて田植えを
行う岩谷政崇青年部長

稲作の豊凶を占う ●ＪＡ鷹巣町青年部「雪中田植え」

　
鷹
巣
観
光
物
産
開
発
株
式
会
社
（
笹
木
俊

雄
社
長
）
主
催
の
「
ど
ん
と
祭
」
が
、
1
月

15
日
に
大
太
鼓
の
里
ぶ
っ
さ
ん
館
前
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
ど
ん
と
祭
」
は
、「
左
義
長
」、「
ど
ん
ど

焼
き
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
正
月
飾
り
な
ど

を
燃
や
し
た
御
神
火
に
あ
た
り
、
健
康
な
ど

を
祈
願
す
る
小
正
月
行
事
で
す
。

　
会
場
に
は
、
雪
を
固
め
て
作
っ
た
約
３

メ
ー
ト
ル
四
方
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
地
域
住
民

が
持
参
し
た
門
松
や
し
め
飾
り
、
お
札
な
ど

の
縁
起
物
が
積
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
神
事

で
お
は
ら
い
を
受
け
た
参
加
者
は
、「
お
焚

き
上
げ
」
の
火
が
入
れ
ら
れ
る
と
、
勢
い
よ

く
燃
え
上
が
る
炎
に
向
か
い
手
を
合
わ
せ
て
、

一
年
間
の
無
病
息
災
や
家
内
安
全
を
祈
願
し

て
い
ま
し
た
。 

さ
ぎ
ち
ょ
う

▲御神火を浴びて、無病息災などを願う参
加者

一年の無病息災を祈願 ●小正月行事「どんと祭」
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